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キユーピーグループの新中期経営計画について 
 
 
当社はこのたび、平成 16 年 11 月期からの３年間を対象とする当グループの中期経営計
画を策定いたしましたので、その概要をお知らせいたします。 
 

記 
１．中期経営計画の基本方針・重点戦略 
 前中期経営計画（対象期間は平成 13 年 11 月期からの３年間）においては、当グルー
プの事業領域を明確にし、得意な分野に経営資源を集中することにより、経営の安定と

成長を同時に実現させることを目標（基本方針）といたしましたが、当中期経営計画で

はこの基本方針を一層強く推し進めることとし、ナンバーワン・オンリーワン商品の拡

大と創出に集中することで事業価値（技術力やブランド力、コスト競争力などを総合し

た事業毎の市場競争力）の最大化を図ることを目指してまいります。 
また、これを具体的に実践していくために、まずは企業体質の強化戦略として①お客

様視点の追求、②グループ経営の強化、③人材の育成に取り組むとともに、事業戦略で

は①コア事業の拡充、②周辺事業の発展、③育成分野の軌道化に力を注いでまいります。

更に、企業にとって欠かすことのできない社会的責任に関しては、特に環境への貢献と

コンプライアンスの徹底を進めてまいります。 
  
２．中期業績数値計画 

  平成１５年度実績 平成１８年度計画 
売 上 高            ４，３７０億円     ４，６００億円 
営 業 利 益               １８３億円       １９３億円 
経 常 利 益         １７５億円         １８８億円 
当 期 純 利 益         ８７億円           ９１億円 
株主資本利益率（ＲＯＥ）         ７．４％           ６．６％ 
 （注）表示単位未満の端数を四捨五入して表示しています。 
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３．目標達成に向けた各事業の基本戦略 
 (1) マヨネーズ・ドレッシング事業 
  お客様の志向に沿った商品の開発・育成と積極的なメニュー提案活動の継続により、

市場の活性化と拡大を図り、当グループの基盤事業として今後も安定成長を図ってまいり

ます。 
 中期的な育成分野としては、今後の市場成長が見込まれる中国での事業展開のほか、

年々拡大を続ける中食分野に向けた小袋市場の開拓を推し進めてまいります。 
 

(2) フルーツ加工・調理食品事業 
  既存のナンバーワン・オンリーワン商品への集中特化を進めていくとともに、これま

で培ってきたフルーツ加工技術やソースのブレンド技術、原料の調達力などを活かし、よ

り付加価値の高い差別化商品を生み出していくことにより、市場競争力を高めてまいりま

す。 
  なお、従来の「缶詰・レトルト事業」をこのたび「フルーツ加工・調理食品事業」の

呼称に改めることといたします。 
 
 (3) タマゴ事業 
  独自技術に裏打ちされた差別化商品の拡大と創出に努めるとともに、家庭用ルートや

料飲店等の業務用市場への展開を推進し、売上と利益の拡大を図ってまいります。 
液卵、凍結卵および乾燥卵等のタマゴ素材品分野については、昨年 10月に実施した組
織再編（生販一体化）により、キユーピータマゴ株式会社（連結子会社）を中心に市場

の変化に即応した迅速な事業展開を進めてまいります。 
 
 (4) ヘルスケア事業 
  医療用食品を当事業の中核と位置付けて流動食などの拡大に注力するほか、調理加工

技術を活かしたユニットカロリー食などの積極的展開や、幼児向け、高齢者・シニア向け

商品の拡充を進めることにより、売上と利益の拡大を図ってまいります。 
  販売面では、病院・施設やドラッグストア、量販店、給食ルートなど、商品別の販路

の開拓を進めてまいります。 
 

(5) 野菜とサラダ事業 
  当事業が対象とする惣菜市場は今後も安定した成長が見込まれますが、デリア食品株

式会社（連結子会社）を中心に積極的な提案型の営業活動を継続し、事業拡大と収益向上

を図ってまいります。 
中核となる惣菜、カット野菜では、広域対応が可能な生産体制に加え、生販一体化で

強化された地域密着でのスピーディな展開力を武器に、新たな市場を開拓してまいりま

す。 
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 (6) 物流システム事業 
  全国規模で４温度帯の展開力を備えている強みを活かし、地域毎の市場環境に合った

物流システムの提案営業を推進するとともに、グループ再編や情報システムの再構築な

ど、事業効率の向上のための施策を適宜講じてまいります。 
 
【ご 参 考】 
＜事業領域別の売上高計画＞ 
 平成 15年 11月期実績 平成 18年 11月期計画 
マヨネーズ・ドレッシング事業 １，１１４億円 １，１６８億円 
フルーツ加工・調理食品事業 
（旧 缶詰・レトルト事業） 

５１６億円 ５２７億円 

タ マ ゴ 事 業 ８２２億円 ８７５億円 
ヘ ル ス ケ ア 事 業 １４５億円 １６０億円 
野 菜 と サ ラ ダ 事 業 ９７３億円 １，０１２億円 
物 流 シ ス テ ム 事 業 ８００億円 ８５８億円 

合   計 ４，３７０億円 ４，６００億円 
（注）表示単位未満の端数を四捨五入して表示しています。 
 
＜単体の業績数値計画＞ 
 平成 15年 11月期実績 平成 18年 11月期計画 
売  上  高 ２，６９０億円 ２，４３０億円 
営 業 利 益 １０６億円 ９０億円 
経 常 利 益 １１２億円 ９２億円 
当 期 純 利 益 ６８億円 ５３億円 
株主資本利益率（ＲＯＥ） ６．３％ ４．４％ 
（注１）表示単位未満の端数を四捨五入して表示しています。 
（注２）タマゴ素材品（液卵、凍結卵、乾燥卵等）の販売業務を平成 16 年 11 月期からキ
ユーピータマゴ株式会社（連結子会社）へ移管したことにより、売上高で３７０億円

程度、営業利益で５億円程度の減少を見込んでおります。 
 

以 上 


